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中
条
町
と
黒
川
村
は
二
月
二
十
六
日
付
け
で
県
知

事
に
合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
を
要
望
し
、
三
月

四
日
付
け
で
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
様
々
な
国

や
県
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
合
併
に
向
け
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
が
、

合
併
特
例
法
の
期
限
ま
で
に
協
議
が
終
了
で
き
る
よ
う
国
・
県
が

重
点
的
に
支
援
す
る
地
域
の
こ
と
で
す
。�

【
国
の
支
援
】�

　
①
合
併
啓
発
事
業
や
協
議
会
負
担
金
等
に
対
す
る
交
付
税
措
置�

　
②
合
併
移
行
に
よ
る
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
等
に
対
す
る
交

　
　
付
税
措
置�

　
③
合
併
準
備
補
助
金�

【
県
の
支
援
】�

　
①
職
員
派
遣
に
よ
る
人
的
支
援�

　
②
合
併
協
議
支
援
事
業
補
助
金�

　
③
合
併
支
援
県
道
整
備
事
業�

中
条
町
・
黒
川
村�

合
併
重
点
支
援
地
域
に�

　
　
　
　
　
　
　指
定
さ
れ
る�

◇第３回任意合併協議会を開催�
（２月26日：中条町産業文化会館�
多目的ホール）�
※協議内容は裏面をご覧ください�

◇第２回協議会委員研修会を開催�
研修内容：行政制度調整�
　　　　　合併特例債�
　　　　　合併重点支援地域�
　　　　　他�
（２月18日：中条町産業文化会館�
会議室）�

県内の合併重点支援地域の指定状況�

指定日� 協 議 会 名 �

H13.９.18 北魚沼郡６か町村合併協議会�

H14.１.24 佐渡市町村合併協議会�

H14.４.１� 北蒲原郡南部郷合併協議会�

H14.６.17 新発田市・紫雲寺町・加治川村合併協議会�

H15.３.５� 東蒲原郡町村合併協議会�

H15.３.５� 新潟地域合併問題協議会�

H15.７.４� 柏崎刈羽地域合併協議会�

H15.８.８� 村上市岩船郡６市町村合併協議会�

H15.８.８� 三島郡３か町村合併協議会�

H15.８.８� 糸魚川市・能生町・青海町合併協議会�

H15.９.１� 上越地域合併協議会�

H15.10.10 六日町・大和町合併協議会�

H15.10.10 新井市・妙高高原町・妙高村合併協議会�

H16.１.30 三条・栄・下田合併協議会�

H16.３.４� 中条町・黒川村任意合併協議会�
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【
協
議
事
項
】�

◇
議
案
第
五
号�

「
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」（
継
続
協
議
）�

　
両
町
村
の
議
会
か
ら
「
現
行
合
併
特
例

法
の
改
正
動
向
に
関
係
す
る
具
体
的
な
合

併
期
日
や
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
伴
う
新
市
建
設
計
画
の
将
来
構
想
な
ど

を
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
合
併
特

例
法
に
よ
る
特
例
の
取
扱
い
を
含
め
て
継

続
協
議
と
し
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

継
続
し
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。�

◇
議
案
第
六
号�

「
新
市
名
称
募
集
要
綱
に
つ
い
て
」�

　
応
募
資
格
及
び
名
称
は
特
に
制
限
を
設

け
な
い
と
し
た
新
市
名
称
募
集
要
綱
が
提

案
さ
れ
、
継
続
し
て
協
議
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。�

�

◇
議
案
第
七
号�

「
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」�

　
個
人
市
町
村
民
税
な
ど
10
項
目
に
分
類

さ
れ
た
地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
、
継
続
し
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。�

第
３
回
協
議
内
容�

　
税
金
に
は
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、
ど
こ
に
納
め
る
か
に
よ
っ
て

地
方
税
（
県
や
市
町
村
に
納
め
る
も

の
）
と
、
国
税
（
国
に
納
め
る
も
の
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。�

　
地
方
税
に
は
、
自
動
車
税
や
不
動

産
取
得
税
な
ど
の
県
税
と
、
市
町
村

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

入
湯
税
な
ど
の
市
町
村
税
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
地
方
税
は
地
方
自
治
体

の
裁
量
で
、
多
少
税
率
な
ど
を
変
え

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

住
む
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
税
金
が
違

っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

地

方

税

�

用
語
解
説
②�

　
二
月
二
十
六
日
、
中
条
町
・
黒
川
村
任
意
合
併
協
議
会
の
第
３
回
会

議
を
中
条
町
産
業
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
協
議
会
で
は
、
前
回
会
議
に
お
い
て
『
新
市
の
名
称
は
公
募
と
す
る
』

と
確
認
し
た
こ
と
に
伴
い
、
選
定
基
準
や
選
定
方
法
を
盛
り
込
ん
だ
新

市
名
称
募
集
要
綱
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
協
議
会
に
お
い
て
、
地
方
税
に
関
す
る
行
政
制
度
調
整
が
提

案
さ
れ
、
次
回
以
降
協
議
会
に
お
い
て
本
協
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。�

新
市
名
称
募
集
要
綱
を
提
案�

〜
第
３
回
任
意
合
併
協
議
会
を
開
催
〜�

任意協議会での基本的な協議の流れ�

１回目�

２回目�

３回目�

提　　案�

協　　議�

協　　議� 確　　認�

継続�

継続�

※協議会では提案され�
た調整項目に対し、確�
認されるまで協議を継�
続していきます。�
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　まちづくりに関する意見を把握し、新市建

設計画の基本構想に反映させるため、１月下

旬にアンケート調査を行いました。�

　両町村に居住する16歳以上の方、3,000人

にアンケートをお願いした結果、1,749人か

ら回答をいただきました。58.3％もの高い回

答率でした。�

　年代別では、50歳代の方が最も高く70.5％。

職業別では会社員・団体職員の方が最も高く

全体の30.6％となっています。�

�
　なお、アンケート結果の詳細については次

号以降で報告します。�

～ご協力ありがとうございました～�

70歳以上�

60歳代�

50歳代�

40歳代�

30歳代�

20歳代�

20歳未満�

61.8％�

69.2％�

70.7％�

59.6％�

51.9％�

41.2％�

42.7％�

0％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�

年代別回答率�

回答率58.3％�
中条町　54.0％�

黒川村　70.7％�

（２月24日現在）�

　
協
議
会
で
は
行
政
制
度

調
整
に
関
す
る
本
格
的
な

協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
行
政
制
度
調
整
と

は
合
併
し
た
場
合
の
旧
町

村
が
所
有
す
る
財
産
の
取

扱
い
や
、
町
村
間
の
各
種

行
政
制
度
の
違
い
な
ど
を

合
併
に
向
け
て
事
前
に
調

整
す
る
も
の
で
す
。�

　
な
お
、
協
議
会
で
は
、

主
に
住
民
の
生
活
に
密
接

に
関
わ
る
項
目
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
会
議
は
一
般
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
傍
聴
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。�

今後の行政制度調整予定�

○
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い�

○
国
民
健
康
事
業
の
取
扱
い�

○
介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い�

○
使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い�

○
町
名
・
字
名
及
び
行
政
区
名
の
取
扱
い�

○
慣
行
の
取
扱
い�

○
一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い�

○
一
般
職
・
特
別
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い�

○
財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い�

○
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金
等
の
取
扱
い�

○
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い�

○
条
例
・
規
則
等
の
取
扱
い�

○
電
算
シ
ス
テ
ム
の
取
扱
い�

○
消
防
防
災
に
関
す
る
こ
と�

○
地
域
審
議
会
に
関
す
る
こ
と�

○
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い�

　
・
窓
口
業
務
に
関
す
る
こ
と�

　
・
環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と�

　
・
福
祉
事
業
に
関
す
る
こ
と�

　
・
保
険
事
業
に
関
す
る
こ
と�

　
・
学
校
教
育
事
業
に
関
す
る
こ
と�

　
・
生
涯
学
習
関
係
事
業
に
関
す
る
こ
と�

　
・
都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と�

　
・
建
設
に
関
す
る
こ
と�

　
・
公
営
住
宅
に
関
す
る
こ
と�

　
・
上
・
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と�

　
・
農
業
振
興
に
関
す
る
こ
と�

　
・
林
業
振
興
に
関
す
る
こ
と�

　
・
水
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と�

　
・
商
工
労
働
に
関
す
る
こ
と�

　
・
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と�

　
・
観
光
・
旅
行
に
関
す
る
こ
と�

　
・
総
務
に
関
す
る
こ
と�

　
・
交
通
安
全
に
関
す
る
こ
と�

　
・
広
報
に
関
す
る
こ
と�

○
そ
の
他
　�

行政制度�
調整協議�
予定�
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両
町
村
の
現
状
分
析�

　
現
在
、
事
務
局
で
は
、
新
市
建
設
計
画

の
前
段
と
も
い
え
る
「
新
市
将
来
構
想
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
将
来
構
想
の

中
で
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
合
併
議

論
に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、�

　
①
日
常
生
活
圏
の
広
域
化�

　
②
少
子
高
齢
化
と
人
口
減�

　
③
地
方
分
権
と
財
政
問
題�

　
④
新
し
い
ま
ち
づ
く
り�

の
四
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ
る
と
分
析
し

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
「
少
子
高
齢
化
」

と
「
財
政
状
況
」
は
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
行
政
エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
で
き

る
か
、
ま
た
そ
の
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る

か
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。�

　
合
併
に
対
す
る
議
論
を
高
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
回
は
両
町
村
の
人
口
動
態
や

財
政
状
況
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。�

�

◇
人
口
動
態�

　
〜
進
む
高
齢
化
社
会
〜�

　
両
町
村
の
人
口
は
図
１
の
と
お
り
年
々

減
少
を
続
け
、
平
成
12
年
10
月
１
日
を
基

準
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
で
は
、
３
４
２

７
８
人
と
平
成
７
年
に
対
し
て
、
２
・
６

％
、
５
５
２
人
減
っ
て
い
ま
す
。
町
村
別

に
見
る
と
、
中
条
町
は
７
６
８
人
と
減
少

し
て
い
る
一
方
、
黒
川
村
は
２
１
６
人
と

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
期
間
、
宅
地

分
譲
や
社
会
福
祉
施
設
の
建
設
な
ど
に
よ

る
転
入
者
の
増
加
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。�

　
図
２
で
は
年
齢
区
分
を
14
歳
以
下
、
15

歳
〜
64
歳
、
65
歳
以
上
の
３
つ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
推
移
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

14
歳
以
下
の
人
口
は
年
々
減
少
し
て
い
る

の
に
対
し
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
急
激
に

増
加
し
て
い
る
と
い
う
少
子
高
齢
化
の
状

況
が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。
　�

�

◇
財
政
状
況�

　〜
伸
び
悩
む
税
収
入
、�

　
　
　
見
直
し
が
進
む
地
方
交
付
税
〜�

　
こ
こ
数
年
の
景
気
の
低
迷
に
伴
い
、
税

収
が
落
ち
込
む
中
で
、
地
方
財
政
の
借
入

金
残
高
は
平
成
15
年
度
末
で
約
１
９
９
兆

円
に
上
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
き

わ
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か
れ
、
更

に
今
後
、
財
政
構
造
改
革
の
一
つ
と
し
て

地
方
交
付
税
（
※
１
）
の
見
直
し
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て

行
財
政
の
基
礎
を
も
っ
と
強
く
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

図
３
　
両
町
村
の
平
成
14
年
度
決
算
に
お
け
る�

　
　
　
市
町
村
税
・
地
方
交
付
税
の
割
合�

�

図１　（資料：国勢調査）�
�

図２　（資料：国勢調査）�
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6,591

29,014
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人口黒川村�

人口中条町�

合計世帯数�

Ｓ60年�

6,602

28,965

8,748

Ｈ２年�
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Ｈ12年�
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65歳以上�
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Ｓ60年�
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Ｈ２年�
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11.6％�高齢化率� 13.2％� 15.3％� 19.4％� 22.8％�

人口（人）� 高齢化率�

人口（人）� 世帯数（世帯）�人口・世帯数推移�

両町村の高齢化率推移�

黒川村 平成14年度決算状況� 中条町 平成14年度決算状況�

歳入�
内訳�

歳入�
内訳�

市町村税�
10.00％�

地方交付税�
32.29％�

国庫支出金�
1.56％�

県支出金�
15.28％�

地方債�
11.40％�

その他�
29.49％�

市町村税�
30.09％�

地方交付税�
25.56％�

国庫支出金�
6.70％�

県支出金�
6.78％�

地方債�
11.24％�

その他�
19.64％�
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両
町
村
の
平
成
14
年
度
決
算
に
お
け
る

市
町
村
税
、
地
方
交
付
税
の
割
合
（
図
３
）

を
見
る
と
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
町
村
税

は
中
条
町
で
30
・
１
％
、
黒
川
村
で
10
・

０
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
そ
れ
ぞ
れ

25
・
６
％
、
32
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
非
常
に
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
こ
数
年
に

お
け
る
市
町
村
税
の
推
移
（
図
４
）
は
人

口
の
減
少
に
比
例
し
て
、
減
少
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
。
更
に
地
方
交
付
税
の
推
移

（
図
５
）
を
見
る
と
、
こ
こ
数
年
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
地
方
交
付
税
の
動

向
を
勘
案
す
れ
ば
益
々
財
政
が
圧
迫
さ
れ

る
の
が
推
測
で
き
ま
す
。�

　
今
ま
で
は
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
両

町
村
の
財
源
の
推
移
な
ど
を
見
て
き
ま
し

た
が
、
次
に
両
町
村
の
貯
金
や
借
金
に
当

た
る
基
金
や
地
方
債
に
つ
い
て
分
析
し
ま

す
。�

　
は
じ
め
に
基
金
に
つ
い
て
で
す
が
、
基

金
と
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
積

み
立
て
た
も
の
等
を
い
い
ま
す
。
家
庭
で

い
え
ば
、
貯
金
に
例
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
14
年
度
末
時
点
で
、
両
町
村
合
わ
せ

て
総
額
33
億
円
余
り
の
基
金
を
保
有
し
て

い
ま
す
。
基
金
に
は
目
的
が
決
め
ら
れ
て

い
て
、
容
易
に
取
り
崩
し
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
比
較
的
自
由
に
扱
え
る
財
政
調
整
基

金
（
※
２
）
や
地
方
債
の
償
還
を
目
的
と
す

る
減
債
基
金
を
両
町
村
合
わ
せ
る
と
、
18

億
円
余
り
と
な
り
ま
す
。�

　
次
に
地
方
債
で
す
が
、
地
方
債
と
は
町

村
等
が
資
金
調
達
の
た
め
に
負
担
す
る
債

務
で
あ
っ
て
、
そ
の
返
済
が
一
会
計
年
度

を
越
え
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
地
方
債

は
県
が
市
町
村
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

県
が
許
可
し
た
場
合
の
み
発
行
で
き
ま
す
。

一
般
的
に
地
方
債
の
許
可
制
限
に
か
か
る

指
標
と
な
る
の
が
起
債
制
限
比
率
で
す
。

こ
れ
が
３
カ
年
平
均
で
14
％
以
上
に
な
る

と
県
の
指
導
と
な
り
、
20
％
以
上
に
な
る

と
借
り
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
（
一

般
公
共
事
業
債
を
除
く
）
。
平
成
14
年
度

末
時
点
の
地
方
債
残
高
は
両
町
村
合
わ
せ

て
２
０
０
億
円
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
は
現
在
の
両
町
村
人
口
動
態
や
財

政
状
況
に
つ
い
て
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
取

り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
現
状
を
踏

ま
え
て
、
新
市
に
お
け
る
建
設
計
画
の
基

本
構
想
を
策
定
し
、
で
き
あ
が
り
ま
し
た

ら
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

図６　平成14年度　両町村財政事情　（資料：市町村財政状況調べ）�

図４�

図５�

市町村名�

中 条 町 �

黒 川 村 �

12,880,817

7,552,593

466

1,212

13.8

7.9

1,395,504

1,959,904

1,070,985

地方債残高� 基　　　金�

738,709

50

１人�
当り�

１人�
当り�

起債制限�
比　　率�
（3カ年平均）�

内財政調整�
基金及び�
減債基金�

314

2,639,079

1,789,679

3,106,306

地方交付税�
市町村民税�
収入済額�

554,072

（千円）�（千円）� （％）� （千円）� （千円）�（千円）� （千円）� （千円）�

3,500,000�

3,000,000�

2,500,000�

20,00,000�

1,500,000�

1,000,000�

500,000�

0

平成10年度�

平成11年度�

平成12年度�

平成13年度�

平成14年度�

千円�

市町村税の推移�

中条町� 黒川村�

3,000,000�

2,500,000�

20,00,000�

1,500,000�

1,000,000�

500,000�

0

平成10年度�

平成11年度�

平成12年度�

平成13年度�

平成14年度�

千円�

地方交付税の推移�

中条町� 黒川村�

（
※
１
）
地
方
交
付
税�

　
全
国
の
自
治
体
で
は
地
域
の
経
済
力
の
違
い
に
よ
っ

て
税
収
の
開
き
が
あ
り
、
財
政
力
に
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
自
治
体
間
の
財
政
力
の
差
を
埋
め
、
行
政

水
準
に
格
差
が
出
な
い
よ
う
国
の
税
金
の
一
部
を
地
方

へ
配
分
す
る
こ
と
が
地
方
交
付
税
な
の
で
す
。�

（
※
２
）
財
政
調
整
基
金�

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
は
不
況
等
に
よ
り
大
き
な
税

収
減
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
災
害
の
発
生
等
に
よ
り
思
わ

ぬ
支
出
の
増
加
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
、

こ
の
よ
う
な
予
期
し
な
い
収
入
減
や
不
時
の
支
出
増
加

等
に
備
え
、
長
期
的
な
視
野
に
た
っ
た
計
画
的
な
財
政

運
営
を
行
う
た
め
に
財
源
の
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積
み

立
て
て
お
く
基
金
を
い
い
ま
す
。�
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～中条町と黒川村の合併協議に向けて～�
◎協議会における委員の方々を今回から２回にわたり紹介していきます。�

　
黒
川
村
、
中
条
町
と
の
合
併
が

任
意
協
議
会
の
場
に
入
り
、
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
真
剣
に
話

し
合
い
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

の
合
併
に
つ
い
て
は
、
両
議
会
で

も
異
論
が
出
な
い
の
も
、
お
互
い

の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
大
事
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

水 澤 寅 一委員�
（中条町）�

　
両
町
村
の
合
併
が
ス
ム
ー
ズ
に

移
行
す
る
に
は
住
民
の
皆
様
に
十

分
な
る
説
明
の
も
と
で
ご
理
解
を

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
方
向
で

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。�

小 野 金 吾委員�
（黒川村）�

　
私
は
日
赤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
し
て
多
少
な
り
と
も
行
政
と

関
わ
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
の

度
合
併
協
議
会
の
一
員
と
し
て
感

じ
る
こ
と
は
、
き
め
細
や
か
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
き
る
両
町

村
の
共
通
し
た
基
盤
を
つ
く
る
合

併
方
向
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。�

齋藤八重子委員�
（中条町）�

　
は
か
ら
ず
も
私
の
よ
う
な
者
が

委
員
を
仰
せ
つ
か
り
恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
合
併
と
い
う
大
き
な
課

題
の
中
で
よ
り
よ
い
市
が
誕
生
し

ま
す
よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

桐生百合子委員�
（黒川村）�

　
住
民
委
員
と
し
て
任
命
い
た
だ

き
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
住
民
の

皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
し
た
、
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
た
協
議
会
で

な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。� 杉 田 　 正委員�

（中条町）�

　
協
議
会
の
一
員
と
し
て
参
画
で

き
る
事
の
重
大
さ
、
ま
た
私
で
よ

か
っ
た
の
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
発
足
後
２
ヶ
月
程
度
に

な
り
ま
す
が
、
ま
だ
合
併
の
是
非

の
話
が
あ
る
よ
う
で
す
。
い
ず
れ

に
し
ろ
将
来
に
禍
根
を
残
さ
ぬ
よ

う
自
分
の
信
念
を
も
っ
て
会
議
に

臨
み
た
い
で
す
。�

水 澤 信 一委員�
（黒川村）�

　
こ
の
度
、
住
民
代
表
委
員
と
し

て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
な

が
ら
も
誠
心
誠
意
努
め
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
合
併
の
成
立
に
は
、

住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
が
何
よ
り

大
切
で
す
。
ど
う
ぞ
、
今
後
の
動

き
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

大 沼 鐵 男委員�
（中条町）�

　
情
報
通
信
手
段
の
発
展
に
加
え

て
、
私
ど
も
住
民
の
日
常
生
活
で

の
医
療
、
買
物
、
通
勤
と
行
動
範

囲
は
大
き
く
拡
大
し
て
お
り
、
広

域
的
観
点
か
ら
も
効
率
的
で
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。� 中村利一郎委員�

（黒川村）�
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市
町
村
合
併
は
、
「
現
実
」
を

見
誤
る
こ
と
な
く
、
孫
子
の
「
将

来
」
を
よ
り
安
心
な
も
の
に
す
る

第
一
歩
で
す
。
幸
い
に
、
合
併
の

理
想
と
す
る
「
相
方
に
な
い
も
の

を
備
え
て
い
る
」
中
条
町
・
黒
川

村
は
理
想
の
カ
ッ
プ
ル
で
す
。
ゴ

ー
ル
イ
ン
の
必
須
条
件
は
、
信
頼
・

互
譲
・
情
報
の
共
有
化
！�

皆 藤 和 雄委員�
（中条町）�

　
去
年
12
月
25
日
、
中
条
町
、
黒

川
村
任
意
協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
新
市
建
設
計
画
の
基
本
構
想

を
議
論
す
る
一
員
と
し
て
重
責
を

感
じ
て
い
ま
す
。
将
来
に
禍
根
を

残
さ
な
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

標
に
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
住
民

各
位
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

皆川彌一郎委員�
（黒川村）�

　
人
間
に
は
誰
し
も
生
ま
れ
育
っ

た
町
や
村
に
深
い
愛
着
の
念
が
あ

る
と
思
う
。
そ
の
想
い
を
傷
つ
け

る
こ
と
な
く
、
新
し
い
生
活
環
境

に
大
き
な
夢
を
託
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
合
併
の
実
現
を
目
指
し
、

微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。�

相 馬 　 晃委員�
（中条町）�

　
大
変
大
き
な
問
題
が
提
起
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
民
意
が
反
映
さ

れ
、
活
性
化
が
期
待
で
き
る
基
本

構
想
の
策
定
を
願
う
と
共
に
自
然

と
調
和
し
、
活
力
あ
る
心
豊
か
な

ま
ち
、
そ
し
て
行
政
と
共
に
住
民

が
も
て
る
も
の
を
素
直
に
提
供
し

あ
っ
て
進
む
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。�

鈴 木 秀 一委員�
（黒川村）�

　
私
達
消
防
団
の
活
動
で
災
害
、

事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
別
の

組
織
で
あ
り
な
が
ら
一
緒
に
同
じ

こ
と
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昔

か
ら
結
び
つ
き
の
強
い
町
村
で
し

た
の
で
こ
の
合
併
が
成
立
し
て
、

皆
様
に
も
っ
と
安
心
し
て
暮
ら
し

て
も
ら
え
る
新
し
い
市
が
誕
生
す

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。�

片 野 　 茂委員�
（中条町）�

　
市
町
村
合
併
は
、
町
の
将
来
や

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
重
要
な
課
題
。
私
も
協
議
会
メ

ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
、
住
民
福

祉
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
中
条
町

の
将
来
に
禍
根
を
残
さ
ぬ
よ
う
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

渡 辺 宏 行委員�
（中条町）�

　
こ
の
度
は
歴
史
に
残
る
合
併
協

議
会
の
委
員
に
選
出
い
た
だ
き
誠

に
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
の
重
大
な
任
務
を
地
域
の
皆

様
の
ご
意
見
を
少
し
で
も
反
映
で

き
ま
す
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

坂上徳三郎委員�
（黒川村）�

　
黒
川
村
も
少
し
ず
つ
変
化
の
兆

し
が
見
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
判
断
す
る

か
で
し
ょ
う
。
人
と
人
と
の
繋
が

り
に
よ
っ
て
よ
い
対
話
が
な
さ
れ

て
い
く
し
か
な
い
で
し
ょ
う
。
優

し
さ
の
あ
ふ
れ
る
新
し
い
市
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
究
極
の
目
標
で

あ
り
、
力
を
合
わ
せ
対
話
し
て
頑

張
っ
て
み
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。�

布川嘉一郎委員�
（黒川村）�

　
青
年
層
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
中
条
町
、

黒
川
村
共
に
歴
史
的
に
も
近
い
こ

と
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
合
併
で

き
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
新
市
建
設
計
画
に
お
い
て
、
就

学
児
童
を
も
つ
親
と
し
て
教
育
問

題
及
び
将
来
へ
向
け
て
の
定
住
、

雇
用
対
策
に
つ
い
て
若
者
ら
し
い

発
言
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

小 野 貴 史委員�
（中条町）�

　
中
条
町
と
黒
川
村
の
合
併
協
議

会
の
話
し
合
い
の
中
で
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
よ
り
よ
い

暮
ら
し
が
で
き
る
様
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
色
々
な
面
に
お
い
て
の

環
境
づ
く
り
に
少
し
で
も
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。� 坂 上 隆 夫委員�

（黒川村）�
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中条町・黒川村任意合併協議会の�
ホームページもご覧ください。�

　　  URL：http://www.town.nakajo.niigata.jp/gappei/�

皆さんのご意見をお聞かせください。�

中条町・黒川村任意合併協議会事務局�
〒959-2693　中条町新和町2番10号（中条町役場内）�

TEL 0254-43-6327　 FAX 0254-43-6328�
E-mail　hokubugo@iplus.jp

協議会を傍聴しませんか�

第４回任意合併協議会�
と　き　３月26日（金）�
　　　　午後２時から�
　（受付：午後１時30分から）�
ところ　中条町産業文化会館�

　傍聴は原則どなたでもできますが、

座席は先着順とし満席の場合は、入

場をお断りすることがありますので、

あらかじめご容赦ください。�

　事前予約は不要です。当日直接会

場へお越しください。�

合併Ｑ&Ａ
　
　
な
ぜ
急
に
合
併
と
い
う
話

　
　
に
な
っ
た
の
で
す
か
？�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
川
村
）�

　
　
村
を
取
り
巻
く
情
勢
等
の

　
　
急
激
な
変
化
が
起
き
て
き

て
い
ま
す
。
行
財
政
状
況
の
変

化
に
加
え
て
、
政
府
は
当
初
自

主
的
合
併
を
促
し
て
い
ま
し
た

が
、
小
規
模
町
村
に
対
し
て
介

入
す
る
動
き
が
で
て
き
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
特
例
法
の
延
長

に
よ
り
期
間
内
で
の
合
併
が
見

込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。�

�

　
　
黒
川
村
と
の
合
併
と
の
話

　
　
は
突
然
す
ぎ
る
。
急
ぎ
過

ぎ
で
は
な
い
か
？�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
条
町
）�

　
　
両
町
村
と
も
新
発
田
圏
域

　
　
の
研
究
会
へ
は
同
席
し
て

い
ま
し
た
し
、
行
政
レ
ベ
ル
、

議
員
レ
ベ
ル
の
交
流
は
以
前
か

ら
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

む
し
ろ
自
然
な
形
で
あ
り
、
決

し
て
「
突
然
」
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
た
だ
合
併
特
例
法
の
期
限

を
考
え
る
と
、
事
務
的
な
作
業

は
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
は
確
か
で
す
。�

�

　
　
荒
川
町
か
ら
何
ら
か
の
話

　
　
は
あ
っ
た
の
か
、
あ
れ
ば

一
緒
に
な
る
の
か
、
ま
た
新
発

田
市
と
の
合
併
は
考
え
て
い
な

い
の
か
？�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
川
村
）�

　
　
荒
川
町
に
つ
い
て
は
、
実

　
　
質
的
に
は
何
も
話
が
あ
り

ま
せ
ん
。
協
議
会
を
離
脱
す
る

に
は
関
係
市
町
村
全
部
の
議
決

が
必
要
で
時
間
が
か
か
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
は
中
条
町
と
の

協
議
を
進
め
て
お
り
、
現
時
点

で
は
、
中
条
町
と
の
合
併
を
考

え
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
新
発
田
市
と
の
話

は
あ
り
ま
せ
ん
。�

�

　
　
住
民
投
票
や
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
は
実
施
し
な
い
の
か
？�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
条
町
）�

　
　
現
段
階
で
住
民
投
票
を
行

　
　
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
的
な
問
題
、
議
会
制
民
主

主
義
の
問
題
は
確
か
に
あ
り
ま

す
が
、
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

住
民
間
に
賛
成
・
反
対
の
し
こ

り
を
残
す
こ
と
が
む
し
ろ
問
題

と
考
え
る
か
ら
で
す
。
過
去
の

例
や
各
地
の
事
例
か
ら
し
て
も
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
議
論
し

よ
う
と
す
る
と
き
に
、
地
域
内

を
二
分
す
る
よ
う
な
こ
と
は
避

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、

し
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
情
報

の
提
供
と
意
見
集
約
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

　
　
合
併
す
れ
ば
今
よ
り
良
く

　
　
な
る
の
か
？�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
川
村
）�

　
　
地
理
的
・
歴
史
的
に
も
一

　
　
体
的
に
考
え
ら
れ
て
き
た

面
が
大
き
く
、
経
済
面
に
つ
い

て
も
、
合
併
に
よ
り
良
い
方
向

に
地
域
運
営
が
図
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
行
政
規
模
が

大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
り
広
域

的
な
視
点
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
「
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
が
可

能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　合併問題について、様々な意見や疑問が寄せ

られております。今回は12月に行われました住

民懇談会・説明会の主な質疑状況を掲載しました。�

Ｑ�Ａ�

Ｑ�Ａ�Ｑ�Ａ�

Ｑ�Ａ�

Ｑ�Ａ�


